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議事日程（開会日） 令和６年２月２９日 午前９時開会 

 日程第 １ 会議録署名議員の指名について 

 日程第 ２ 会期の決定について 

 日程第 ３ 諸般の報告 

 日程第 ４ 行政報告について 

 日程第 ５ 議案第 ２号 令和５年度三重県桑名郡木曽岬町一般会計補正予算（第７

号）について 

 日程第 ６ 議案第 ３号 令和５年度三重県桑名郡木曽岬町国民健康保険特別会計補

正予算（第２号）について 

 日程第 ７ 議案第 ４号 令和５年度三重県桑名郡木曽岬町後期高齢者医療特別会計

補正予算（第１号）について 

 日程第 ８ 議案第 ５号 令和５年度三重県桑名郡木曽岬町介護保険特別会計補正予

算（第３号）について 

 日程第 ９ 議案第 ６号 令和５年度三重県桑名郡木曽岬町農業集落排水事業特別会

計補正予算（第２号）について 

 日程第１０ 議案第 ７号 令和５年度三重県桑名郡木曽岬町公共下水道事業特別会計

補正予算（第２号）について 

 日程第１１ 議案第 ８号 令和５年度三重県桑名郡木曽岬町水道事業会計補正予算

（第２号）について 

 日程第１２ 議案第 ９号 木曽岬町課設置条例の一部を改正する条例の制定について 

 日程第１３ 議案第１０号 木曽岬町附属機関設置条例の一部を改正する条例の制定に

ついて 

 日程第１４ 議案第１１号 木曽岬町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する

条例の制定について 

 日程第１５ 議案第１２号 木曽岬町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定に

ついて 

 日程第１６ 議案第１３号 木曽岬町介護保険条例の一部を改正する条例の制定につい

て 

 日程第１７ 議案第１４号 木曽岬町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関す

る基準等を定める条例の一部を改正する条例の制定につい

て 

 日程第１８ 議案第１５号 木曽岬町指定介護予防支援事業者の指定に関し必要な事項

並びに指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指

定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の

方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制
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定について 

 日程第１９ 議案第１６号 木曽岬町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び

運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制

定について 

 日程第２０ 議案第１７号 木曽岬町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、

設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係

る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定

める条例の一部を改正する条例の制定について 

 日程第２１ 議案第１８号 木曽岬町いじめ問題調査委員会条例の一部を改正する条例

の制定について 

 日程第２２ 議案第１９号 生活衛生等関係行政の機能強化のための関係法律の整備に

関する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制

定について 

 日程第２３ 議案第２０号 木曽岬町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条

例の制定について 

日程第２４ 議案第２１号 行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用

等に関する法律に基づく個人番号の利用に関する条例の一

部を改正する条例の制定について 

 日程第２５ 議案第２２号 令和６年度三重県桑名郡木曽岬町一般会計予算について 

 日程第２６ 議案第２３号 令和６年度三重県桑名郡木曽岬町国民健康保険特別会計予

算について 

 日程第２７ 議案第２４号 令和６年度三重県桑名郡木曽岬町後期高齢者医療特別会計

予算について 

 日程第２８ 議案第２５号 令和６年度三重県桑名郡木曽岬町介護保険特別会計予算に

ついて 

 日程第２９ 議案第２６号 令和６年度三重県桑名郡木曽岬町土地取得特別会計予算に

ついて 

 日程第３０ 議案第２７号 令和６年度三重県桑名郡木曽岬町下水道事業会計予算につ

いて 

 日程第３１ 議案第２８号 令和６年度三重県桑名郡木曽岬町水道事業会計予算につい

て 

 日程第３２ 議案第２９号 木曽岬町公共下水道事業東部地区クリーンセンターの脱水

機改築工事委託に関する協定の一部を変更する協定の締結

について 

 日程第３３ 議案第３０号 三重地方税管理回収機構規約の変更に関する協議について 
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 日程第３４ 同意第 １号 木曽岬町教育委員会教育長の任命につき同意を求めること

について 

 日程第３５ 同意第 ２号 木曽岬町監査委員の選任につき同意を求めることについて 

本日の会議に付した事件 

 議事日程と同じ 

出席議員（８名） 

     １番  後 藤 紀 子       ２番  古 村   護 

     ３番  鎌 田 鷹 介       ５番  加 藤 眞 人 

     ６番  伊 藤   守       ７番  服 部 芙二夫 

     ８番  三 輪 一 雅       ９番  伊 藤 好 博 

欠席議員（０名） 

議場出席説明者 

町 長 加 藤  隆 副 町 長 森  清 秀 

教 育 長 山 北  哲 総務政策課長 小 島 裕 紹 

危機管理課長 坂 倉 丈 夫  会計管理者  松 本  大 

産 業 課 長 多 賀 達 人 福祉健康課長 黒 田 和 弘 

住 民 課 長 伊 藤 正 典 教 育 課 長 村 上  強 

税 務 課 長 中 山 重 徳  

事務局出席職員 

事 務 局 長 藤 井 光 利 議会事務局 鈴 木 琴 音 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

                            午前 ９時 ０分開会   

○議長（三輪一雅議員） 皆様、おはようございます。 

本日、令和６年第１回木曽岬町議会定例会が招集されましたところ、議員各位におかれ

ましては、諸般何かとご多用のところ、ご出席を賜り、厚く御礼申し上げます。また、加

藤町長をはじめ執行部の皆様におかれましても、ご出席いただきありがとうございます。 

今期定例会に執行部より提出されます議案は、令和５年度の一般会計、特別会計の補正

予算案、条例の一部改正案、令和６年度の一般会計、特別会計の予算案及び人事案などで、

いずれも重要な案件が提出されており、その詳細については、後ほど執行部より説明がな

されると存じますが、議員の皆様方におかれましては、住民の負託にこたえるべく、十分

なご審議を尽くしていただきますよう、お願い申し上げます。 

また、議会運営には、格段のご理解とご協力を賜りますことを、お願い申し上げまして、

開会のご挨拶といたします。 

ただいまの出席議員数は８名です。よって、定足数に達しておりますので、会議は成立

します。 
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 それでは、ただいまより令和６年第１回木曽岬町議会定例会を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、既にお手元に配付させていただいたとおりです。 

日程第１ 会議録署名議員の指名について 

○議長（三輪一雅議員） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 今期定例会の会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、議長より指名しま

す。 

 ３番議席、鎌田鷹介議員、５番議席、加藤眞人議員のご両名を指名します。 

日程第２ 会期の決定について 

○議長（三輪一雅議員） 次に、日程第２、会期の決定についてを議題といたします。 

 去る２月２２日に議会運営委員会が開催され、今期定例会の議会運営などについて、審

査をいただいていますので、議会運営委員長より、委員会の審査経過報告をお願いいたし

ます。 

○７番（服部芙二夫議員） 議長、７番。 

○議長（三輪一雅議員） ７番議席、服部芙二夫委員長。 

○７番（服部芙二夫議員） 皆様、改めまして、おはようございます。 

議会運営委員会のご報告をいたします。 

去る２月２２日午前９時より委員会を開催し、委員４名の出席をいただくとともに、地

方自治法並びに議会会議規則に基づき、議長、副議長の出席を求め、執行部より町長及び

副町長並びに担当課長の出席のもと、令和６年第１回木曽岬町議会定例会における日程及

び付議事件等について協議をいたしましたので、その審査経過と結果を報告いたします。 

委員会では、まず、加藤町長より今期定例会に向けての挨拶と提出される議案の大綱に

ついて説明があり、次に、担当課長より議案の概要説明を受け、審査に入りました。 

説明を受けた議案名及びその内容は割愛させていただきますが、本定例会開会日の提出

議案は、令和５年度町一般会計、特別会計及び企業会計の補正予算案７件、条例の制定及

び一部改正案等１３件、令和６年度町一般会計、特別会計及び企業会計の当初予算案７件、

協定締結案１件、協議案１件、同意案２件、合わせて３１件であります。 

これらの議案について、十分に内容を審査した結果、いずれも、重要な案件であること

を本委員会は認識し、全てを今期定例会で審議する議案として承認いたしました。 

次に、本定例会の会期日程についての審査では、先ほど申しました審議対象議案の状況

及び委員会の審議日程を考慮し、会期は、本日２月２９日から３月１４日までの１５日間

とし、十分な審議を尽くしていただくことで承認いたしました。 

次に、本定例会の議事日程でございますが、本日の日程は、議長からの諸般の報告の後、

加藤町長より行政報告を行っていただく事としております。 

 この行政報告が終わりました後に議件名を省略させて頂きますが、議案第２号から議案
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第３０号までの２９議案を一括上程していただき、加藤町長に提案理由の説明を求め、上

程議案に対する大綱的な総括質疑を行い、所管するそれぞれの常任委員会に議案を付託し、

審査していただくことに決定しました。 

次に、同意第１号から同意第２号を上程し、町長より提案理由説明と担当課長の詳細説

明を受けた後、質疑、討論、採決を行っていただきますが、但し、人事案件につき討論は

省略させていただくこととしました。 

以上をもって、令和６年第１回定例会の開会日は、散会とさせていただきます。 

 なお、議案説明会を本日の定例会散会後に、第１委員会室にて行い、説明の時間が不足

する場合は、明日３月１日午前９時から引続き行うことといたしておりますので、ご報告

させていただきます。 

また、各常任委員会の日程は、すでに配付させていただきました日程のとおり、教育民

生常任委員会は３月６日午前９時から、総務建設常任委員会は３月８日午前９時から、そ

れぞれ、開催することといたしました。 

次に、定例会の再開日は、３月１２日午前９時より再開し、最初に一般質問を行ってい

ただきます。一般質問の通告は、５名の方が通告されており、この一般質問の取扱いを審

査しましたところ、それぞれ受付順に質問し、答弁をいただくことといたしました。 

なお、発言は、町の議会関係例規に基づいて行っていただきますので、よろしくお願い

します。 

 この一般質問を終えた後、議案第２号から議案第３０号までの２９議案を一括上程して

いただき、各常任委員会での付託議案の審査経過と結果に関する委員長報告を行っていた

だき、その後にそれぞれの報告に対する質疑を行います。 

以上をもって、本会議は、散会とさせていただきます。 

なお、本会議終了後に、議場にて議案質疑会を予定しております。 

次に、定例会閉会日は、３月１４日午前９時より再開し、議案第２号から議案第３０号

までの２９議案を一括上程していただき、討論を行っていただきます。 

なお、議案に対する討論は、一括討論とさせていただきますが、議案採決につきまして

は、それぞれ一議案ごとに行っていただきます。 

次に、発議案として条例改正１件と意見書の提出２件について、ご審議いただく予定で

おります。 

最後に、議会運営委員会、議会広報常任委員会から提出を予定している閉会中の継続調

査の申し出を上程し、採決を行っていただくこととしております。 

以上の審議の終了をもって、閉会宣告をしていただき、令和６年第１回木曽岬町議会定

例会は閉会とします。 

なお、常任委員会ごとに、委員会所管事項全般について、幹部職員との意見交換の時間

を設けていただくことで了解をいただきましたので、併せてご報告いたします。 
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以上をもちまして、議会運営委員会の審査結果報告とさせていただきます。 

令和６年２月２９日、議会運営委員会委員長、服部芙二夫。 

○議長（三輪一雅議員） ありがとうございます。 

 議会運営委員の皆様、当日の審査ご苦労さまでした。 

 ここで皆様にお諮りします。 

 今期定例会の会期は、ただ今、議会運営委員長より、本日から３月１４日までの１５日

間とする旨のご報告がございました。よって、今期定例会の会期は、委員長の報告のとお

り、本日から３月１４日までの１５日間にしたいと思います。ご異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（三輪一雅議員） ご異議なしと認めます。よって、会期は、本日から３月１４日

までの１５日間に決定いたしました。 

日程第３ 諸般の報告 

○議長（三輪一雅議員） 日程第３、諸般の報告を私からさせていただきます。 

 諸般の報告を申し上げます。 

はじめに、三重県町村議会議長会の関係では、昨年１０月１３日に令和６年度国・県に対す

る要望事項にかかる県議会への要請を行いました。また、１１月２９日には、ＮＨＫホールで

開催されました第６７回町村議会議長全国大会に出席をしてきました。更に、１月１５日、理

事会に出席し、県選出国会議員に対する要請活動などの報告や地方税財務等にかかる国の動向

について、２月１６日には令和６年度の事業計画と当初予算の説明を受けました。 

次に、議員研修を１１月１６日と１７日に開催し、１６日には制定を検討中の議会基本条例

の手本としている北海道夕張郡栗山町議会へ、１７日には議会広報誌や議会の傍聴などについ

てユニークな取組みを行っている上川郡鷹栖町議会を訪れ研修を行ってきました。 

２月６日には、中学生と町議会議員とのふるさと懇談会と題して、次世代を担う中学生の皆

さんと共に、将来のまちづくりへの関心と地域のために考え行動する意欲を持ってもらえるよ

う、意見交換を行ってきました。 

桑名広域清掃事業組合関係では、本年１月１８日に第１回臨時会が、２月５日に第１回定例

会が開催され、令和５年度一般会計及び特別会計補正予算、令和６年度一般会計予算、条例改

正等の議案が提出され、全議案が可決されました。２月２６日には、監査委員として例月出納

検査を行ってまいりました。 

三重県後期高齢者医療広域連合関係では、昨年１１月７日に令和５年第２回定例会が開催さ

れ、令和５年度一般会計及び特別会計補正予算、令和４年度一般会計及び特別会計歳入歳出決

算認定、条例改正等の議案が提出され、全議案が可決されました。２月９日には、第１回定例

会が開催され、令和５年度一般会計及び特別会計補正予算、令和６年度一般会計及び特別会計

予算、条例制定等の議案が提出され、全議案が可決されました。 

以上で諸般の報告を終わります。 
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日程第４ 行政報告について 

○議長（三輪一雅議員） 次に、日程第４、行政報告についてを議題といたします。 

加藤町長より行政報告をお願いいたします。 

○町長（加藤 隆町長） 議長。 

○議長（三輪一雅議員） 加藤町長。 

○町長（加藤 隆町長） 改めて、皆様、おはようございます。 

昔から冬の季語で三寒四温とよく言われますが、２月と言うのに春どころか、初夏を思

わせる様な汗ばむ気温や長雨、かと思えば、寒波が押し寄せ、この気温の変化は三寒四温

どころか、もはや異常気象と言えるかと思います。昨年もそうでございましたが、危険な

酷暑、記録的短時間大雨情報や線状降水帯、かつて無かった気象用語が使われ、豪雨災害

が頻発し、他方で大干ばつによって稲が枯れるなど地球温暖化による異変が進んでおり、

今年の夏が心配されるところでございます。 

そうしたなか、本日は、令和６年第１回木曽岬町議会定例会を招集し、開会いただきま

したところ、全議員にご参集いただき誠にご苦労さまでございます。 

今期定例会に上程いただきます議案は、令和５年度各会計の補正予算案、条例改正案、

令和６年度各会計の当初予算案など、いずれも重要な案件ばかりでございます。何卒、十

分なご審議を尽くしていただきますように、お願いいたします。 

それではただ今、議長より許可をいただきましたので、行政報告をさせていただきます。 

まずはじめに、本年１月１日に発生しました能登半島地震についてでございます。令和

６年の新しい年を迎え、穏やかな元日に、突然、石川県能登地方を震源とする震度７、津

波発生、更には４ｍの隆起という想像を絶するような令和６年能登半島地震が発生いたし

ました。亡くなられた方々のご冥福をお祈りをさせていただくと共に、被災地の皆様に心

からのお見舞いを申し上げます。被災地の皆様の安全確保と、被災地の一日も早い復旧・

復興を心からお祈り申し上げる次第でございます。 

木曽岬町では、震度４を観測したため、直ちに災害対策本部を設置いたしまして、町内

の巡視、安全確認をいたしましたが、おかげさまで特に影響はございませんでした。 

当町としては、三重県と県下各市町とのＷＥＢ会議において、被災地の情報共有や支援

体制等、お互いが連携を確認し、当町からは、三重県からの職員派遣要請を受け、去る２

月７日から１３日の間で、輪島市内の避難所運営業務にあたるための職員を１名派遣いた

しました。派遣した職員からは、発災から１か月以上経過しているにもかかわらず、いま

だ多くの方々が避難所での生活を余儀なくされており、避難所の運営においても未だ整っ

ておらず、まだまだ苦慮する点が多くあったという報告を受けております。 

このような状況から、三重県としても５月中旬ころまで避難所運営業務にあたる職員を

派遣するとの方針が決定され、当町としても４月７日から１３日の間で新たに２名の職員

を派遣することといたしております。 
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また、その他の業務につきましても、被災家屋・建物の公費解体に係る業務支援のため

に３月１５日から３１日までの間で２名の職員を、また、３月２２日から２７日までの間

で保健師１名を派遣することにいたしております。 

一方、町社会福祉協議会からは、既に一足早く被災地へ職員を派遣いたしておりまして、

これ以降の職員派遣につきましても、出来る限り要請をお受けしたいと考えておりますし、

その他にも、被災地および被災された方々への支援につきましても、関係機関と協議を重

ねながら木曽岬町として可能な限りの支援をしていきたいと考えているところでございま

す。 

一方、被災地への義援金につきましても、区長会の皆様や町社会福祉協議会において募

金活動をお願いいたしておりますし、また、町と町議会の皆さんや町職員有志から被災地

に対して義援金を送付させていただき、町土地改良区の役員さん方にもお願いをさせてい

ただいているところでございます。 

極寒の厳しい寒さの中で、折れそうな心をお互いが支え合い、懸命に頑張っておられる

被災地の皆さんへの温かいご支援をお願いさせていただくと共に、町民の皆様のご理解と

ご支援、ご協力に改めて心から感謝を申し上げる次第でございます。 

次に、株式会社ＥＳＲとの災害応援協定についてご報告させていただきます。去る１月

３１日に大型物流施設ＥＳＲ木曽岬特定多目的株式会社と災害時における指定緊急避難場

所としての使用に関する協定を締結いたしました。 

この協定によりまして、木曽岬町内に大規模な地震・台風による津波・洪水・高潮等の

災害が発生または発生する恐れがある場合やその他著しく生命を脅かす事態が生じた際に、

町民の皆さんや近隣に勤務されている方々の安全を一時的に確保するため、ＥＳＲ弥富木

曽岬ディストリビューションセンターを避難場所として使用できることになります。 

３月１８日に町の防災会議を開催いたしまして、町内１４箇所目の指定緊急避難場所と

して、地域防災計画に位置付けをすることといたしており、今後は、地域が一体となって

当該施設を活用した訓練などを通じて、さらなる防災体制の強化推進に努めてまいりたい

と考えているところでございます。 

以上のことを申し上げまして、今期定例会にあたっての行政報告とさせていただきます。 

○議長（三輪一雅議員） 加藤町長の行政報告が終わりました。 

 それでは、これより議事に入ります。 

日程第 ５ 議案第 ２号 令和５年度三重県桑名郡木曽岬町一般会計補正予算（第７号）

について 

日程第 ６ 議案第 ３号 令和５年度三重県桑名郡木曽岬町国民健康保険特別会計補正

予算（第２号）について 

日程第 ７ 議案第 ４号 令和５年度三重県桑名郡木曽岬町後期高齢者医療特別会計補

正予算（第１号）について 
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日程第 ８ 議案第 ５号 令和５年度三重県桑名郡木曽岬町介護保険特別会計補正予算

（第３号）について 

日程第 ９ 議案第 ６号 令和５年度三重県桑名郡木曽岬町農業集落排水事業特別会計

補正予算（第２号）について 

日程第１０ 議案第 ７号 令和５年度三重県桑名郡木曽岬町公共下水道事業特別会計補

正予算（第２号）について 

日程第１１ 議案第 ８号 令和５年度三重県桑名郡木曽岬町水道事業会計補正予算（第

２号）について 

日程第１２ 議案第 ９号 木曽岬町課設置条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第１３ 議案第１０号 木曽岬町附属機関設置条例の一部を改正する条例の制定につ

いて 

日程第１４ 議案第１１号 木曽岬町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条

例の制定について 

日程第１５ 議案第１２号 木曽岬町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定につ

いて 

日程第１６ 議案第１３号 木曽岬町介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第１７ 議案第１４号 木曽岬町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する

基準等を定める条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第１８ 議案第１５号 木曽岬町指定介護予防支援事業者の指定に関し必要な事項並

びに指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介

護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に

関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定につい

て 

日程第１９ 議案第１６号 木曽岬町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運

営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定に

ついて 

日程第２０ 議案第１７号 木曽岬町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設

備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介

護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条

例の一部を改正する条例の制定について 

日程第２１ 議案第１８号 木曽岬町いじめ問題調査委員会条例の一部を改正する条例の

制定について 

日程第２２ 議案第１９号 生活衛生等関係行政の機能強化のための関係法律の整備に関

する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定に

ついて 
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日程第２３ 議案第２０号 木曽岬町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例

の制定について 

日程第２４ 議案第２１号 行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等

に関する法律に基づく個人番号の利用に関する条例の一部を

改正する条例の制定について 

日程第２５ 議案第２２号 令和６年度三重県桑名郡木曽岬町一般会計予算について 

日程第２６ 議案第２３号 令和６年度三重県桑名郡木曽岬町国民健康保険特別会計予算

について 

日程第２７ 議案第２４号 令和６年度三重県桑名郡木曽岬町後期高齢者医療特別会計予

算について 

日程第２８ 議案第２５号 令和６年度三重県桑名郡木曽岬町介護保険特別会計予算につ

いて 

日程第２９ 議案第２６号 令和６年度三重県桑名郡木曽岬町土地取得特別会計予算につ

いて 

日程第３０ 議案第２７号 令和６年度三重県桑名郡木曽岬町下水道事業会計予算につい

て 

日程第３１ 議案第２８号 令和６年度三重県桑名郡木曽岬町水道事業会計予算について 

日程第３２ 議案第２９号 木曽岬町公共下水道事業東部地区クリーンセンターの脱水機

改築工事委託に関する協定の一部を変更する協定の締結につ

いて 

日程第３３ 議案第３０号 三重地方税管理回収機構規約の変更に関する協議について 

○議長（三輪一雅議員） 日程第５、議案第２号、令和５年度三重県桑名郡木曽岬町一般

会計補正予算（第７号）についてから、日程第３３、議案第３０号、三重地方税管理回収

機構規約の変更に関する協議についてまでの２９議案を一括上程し、これを議題といたし

ます。 

上程しました会議議件名を、議会事務局長に朗読いたさせます。 

          〔職員朗読〕 

○議長（三輪一雅議員） 会議議件名の朗読が終わりました。 

 ここで、加藤町長に提案理由の説明を求めます。 

○町長（加藤 隆町長） 議長。 

○議長（三輪一雅議員） 加藤町長。 

○町長（加藤 隆町長） それでは、ただいま上程を賜りました、議案第２号から議案第

３０号までの２９議案について、その提案理由を申し上げます。 

先ず、議案第２号、令和５年度三重県桑名郡木曽岬町一般会計補正予算（第７号）につ

いてでございますが、この度の補正は、既決予算の総額から歳入歳出それぞれ９，０００
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万円を減額し、予算の総額を３４億円とするものでございます。 

その補正の内容を申し上げますと、主に年度末を迎え、歳出の各科目にわたり人件費お

よび事業費を精査したもので、総務費では、総務管理費において決算見込みにより、減債

基金への積立金を増額いたしました。 

続く、民生費では、障がい者福祉費における障がい児の自立支援給付や児童福祉費にお

ける町外保育施設の利用に係る町負担金などおいて、事業実績により不用となる額の減額

を行い、衛生費では、保健衛生費において、新型コロナウイルスワクチンをはじめとする

各種予防接種やがん検診などの事業実績により不用となる額の減額を行いました。 

農林水産業費では、農業振興費や湛水防除事業において各種事業の精査や補助金、負担

金等の額の確定に伴う減額を行い、土木費では、道路橋梁費や住宅費において、各種事業

の精査に伴う減額を行い、都市計画費においても、公共下水道事業の精査に伴う操出金の

減額を行いました。 

消防費では、消防団活動費や災害対策経費において、活動報酬の精査や工事費の額の確

定等に伴う減額を行い、教育費では、小学校費、中学校費、保健体育費において、それぞ

れの事業実績により不用となる額の減額を行いました。 

以上が、歳出予算の主なものでございますが、これに対する歳入といたしまして、町税

では、市町村たばこ税において増額を見込んでいる一方で、その他の税目および税交付金

などで、本年度の見込み額を精査しております。 

また、地方の財源補てんを目的とした特別交付税で増額を行う一方で、各種事業での金

額確定に伴い、国・県支出金および町債で減額を行うとともに、繰入金におきましても、

一般財源の減額に伴い、基金繰入金の減額を行ったものでございます。 

次に、議案第３号、令和５年度三重県桑名郡木曽岬町国民健康保険特別会計補正予算（第

２号）についてでございますが、この度の補正は、既決予算額から歳入歳出それぞれ６，

３０３万３，０００円を減額し、予算総額を７億２，８１４万８，０００円とするもので

ございます。 

その補正の主な内容は、歳入では、保険料の精査による増額のほか、県支出金及び、一

般会計繰入金の確定見込みにより、既存予算を精査するものでございます。 

歳出では、保険給付費の見込額を推計し、既存予算を減額するものでございます。 

次に、議案第４号、令和５年度三重県桑名郡木曽岬町後期高齢者医療特別会計補正予算

（第１号）についてでございますが、この度の補正は、既決予算額に歳入歳出それぞれ１，

５８８万３，０００円を追加し、予算総額を１億７，７８８万３，０００円とするもので

ございます。 

その補正の主な内容は、歳入では、保険料の本算定及び、一般会計繰入金の確定見込み

により既存予算を精査するほか、令和４年度決算により、本年度への繰越額が確定したも

のでございます。 
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歳出では、保険料の収入見込や令和４年度分の療養給付費負担金の清算により、広域連

合納付金を増額するものでございます。 

次に、議案第５号、令和５年度三重県桑名郡木曽岬町介護保険特別会計補正予算（第３

号）についてでございますが、既決予算額に歳入歳出それぞれ１，９７４万６，０００円

を追加し、予算総額を６億２，７５２万９，０００円とするものでございます。 

その補正の主な内容でございますが、歳入におきましては、国・県支払基金からの交付

金を確定見込みにより追加し、歳出につきましては、介護保険サービス事業に係る支給見

込みにより追加をするものでございます。 

次に、議案第６号、令和５年度三重県桑名郡木曽岬町農業集落排水事業特別会計補正予

算（第２号）についてでございますが、この度の補正は、既決予算額から歳入歳出それぞ

れ１，１２０万円を減額し、予算総額を８，５２０万円とするものでございます。 

その補正の主な内容は、歳入では、一般管理費や維持管理費の精査に伴う一般会計から

の繰入金及び公営企業会計への移行のための法的化支援業務における精算に伴う下水道債

の減額を行うものでございます。 

歳出では、各処理場の光熱水費や汚泥運搬費用などの維持管理費の精査による減額を行

うものでございます。 

議案第７号、令和５年度三重県桑名郡木曽岬町公共下水道事業特別会計補正予算（第２

号）についてでございますが、この度の補正は、既決予算額から歳入歳出それぞれ３，６

４０万円を減額し、予算総額を３億３，５６０万円とするものでございます。 

その補正の主な内容は、歳入では、新規加入者に伴い加入者負担金を増額するとともに、

一般管理費、維持管理費及び施設整備費の精査に伴う一般会計からの繰入金や国庫補助金、

公営企業会計への移行のための法的化支援業務における精算に伴う下水道債の減額を行う

ものでございます。 

歳出では、処理場の光熱水費、施設の修繕工事費や処理場の設計及び工事費などの精査

による減額を行うものでございます。 

次に、議案第８号、令和５年度三重県桑名郡木曽岬町水道事業会計補正予算（第２号）

についてでございますが、この度の補正は、光熱水費や各種事業の精査に伴い、関連予算

をそれぞれ減額するものでございます。 

次に、議案第９号、木曽岬町課設置条例の一部を改正する条例の制定について、及び議

案第１０号、木曽岬町附属機関設置条例の一部を改正する条例の制定についてございます

が、組織の改編により新たに子ども・健康課を創設することに伴い、本条例の一部を改正

するものでございます。 

次に、議案第１１号、木曽岬町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の

制定についてでございますが、地方自治法の一部改正に伴い、育児休業をしている会計年

度任用職員に対しても、勤勉手当が支給できることとなったため、本条例の一部を改正す
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るものでございます。 

次に、議案第１２号、木曽岬町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について

でございますが、国民健康保険法施行令の一部を改正する政令の施行に伴い、国民健康保

険料の賦課限度額等の見直し及び退職者医療制度が廃止されることとなったため、本条例

の一部を改正するものでございます。 

次に、議案第１３号、木曽岬町介護保険条例の一部を改正する条例の制定についてでご

ざいますが、介護保険法の規定に基づく第９期介護保険事業計画の策定に伴い、令和６年

度から３年間の介護保険料等について改正する必要があることから、本条例の一部を改正

するものでございます。 

次に、議案第１４号、木曽岬町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準

等を定める条例の一部を改正する条例の制定について、議案第１５号、木曽岬町指定介護

予防支援事業者の指定に関し必要な事項並びに指定介護予防支援等の事業の人員及び運営

並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定

める条例の一部を改正する条例の制定について、議案第１６号、木曽岬町指定地域密着型

サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の

制定について及び、議案第１７号木曽岬町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、

設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支

援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定についての４議案につき

ましては、指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準等の一部を改正

する省令が公布されたことに伴い、それぞれの内容について、国の基準に即したものに改

正する必要があることから、現行条例の一部を改正するものでございます。 

次に、議案第１８号、木曽岬町いじめ問題調査委員会条例の一部を改正する条例の制定

についてでございますが、組織の改編により新たに子ども・健康課を創設することに伴い、

本条例の一部を改正するものでございます。 

次に、議案第１９号、生活衛生等関係行政の機能強化のための関係法律の整備に関する

法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定についてでございますが、生活衛生

等関係行政の機能強化のための関係法律の整備に関する法律の成立により水道法が改正さ

れ、水道整備・管理行政の権限等が厚生労働大臣から国土交通大臣及び環境大臣に移管さ

れることに伴い、関連する条例について整備を行うものでございます。 

次に、議案第２０号、木曽岬町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例の制

定についてでございますが、消防団員等に係る補償基礎額の引き上げを行うため、非常勤

消防団員等に係る損害補償の基準を定める政令の一部を改正する政令が公布され、同年４

月１日に施行されることとなったため、本条例の一部を改正するものでございます。 

次に、議案２１号、行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関す

る法律に基づく個人番号の利用に関する条例の一部を改正する条例の制定についてでござ
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いますが、行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律等の

一部を改正する法律が公布されたことに伴い、マイナンバー利用及び情報連携に係る規定

の見直しなどを行うこととなったため、本条例の一部を改正するものでございます。 

次に、議案第２２号、令和６年度三重県桑名郡木曽岬町一般会計予算についてでござい

ます。令和６年度の予算総額は、３６億６，５００万円で、前年度当初予算と比較します

と、５億５００万円、率にして１６．０％の増額となっております。 

この予算を構成する主要な事業について、第６次総合計画前期基本計画案の体系に沿っ

て説明させていただきます。 

まず、基本目標の１つ目「すべての住民に優しい健康・福祉施策の充実」の事業として 

子育て支援の推進の分野では、計画期間を令和６年度から１０年度までの５か年とする第

３期子ども・子育て支援事業計画の策定に要する経費として３７６万円を計上するととも

に、子育てしやすい町としての環境整備を図るため、福祉医療費助成制度における現物給

付の要件を１８歳年度末までに拡大しようとするための関係経費１，６６０万円を計上し

ております。 

次に、基本目標の２つ目「学びのまち・木曽岬の推進」の事業として、学校教育の分野

では、小学校運動場の整地工事や、中学校体育館のトイレの一部洋式化などを行う小・中

学校施設維持管理事業として５２１万円を計上しております。 

次に、基本目標の３つ目「次世代につなげる生活環境の充実」の事業として、道路等の

整備の分野では、道路の周辺環境等を整備するための経費８，９９６万円を計上し、上下

水道の整備の分野では、公共下水道事業における各種機器の更新や処理場の耐震化、農業

集落排水事業における維持管理適正化計画の策定などを行うために不足する経費２億３，

４００万円を下水道事業会計への操出金として計上しております。 

次に基本目標の４つ目「地域産業の持続的発展支援」の事業として、農業・漁業振興の

分野では、近江島排水機場の更新を行う湛水防除事業として１，９９８万円を計上すると

共に、中央幹線排水路の長寿命化対策を行う排水施設整備事業として１，８４５万円を計

上しております。 

また、工業・商業振興の分野では、木曽岬町企業誘致促進条例に基づく企業誘致推進補

助事業として１億９，５００万円を計上し、雇用対策の分野では、令和４年度から実施し

ております企業・創業を支援するローカルスタートアップ・エコシステム構築事業として

７００万円を計上しております。 

次に、基本目標の５つ目「緊急時対応への備えの充実」の事業といたしましては、消防・

防災対策の分野では、令和５年度からの６か年計画で、機器類の更新および機能強化を図

ろうとする防災行政無線（同報系）機器設備拡張・長寿命化事業といたしまして１，４４

４万円を計上しております。 

最後に、基本目標の６つ目「将来を見据えた行財政運営の推進」の事業として、協働に
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よるまちづくりの推進の分野では、第２期総合戦略に掲げる１５の施策を具現化させたシ

ティプロモーション事業として６９９万円を計上し、行政サービスの向上の分野では、情

報システムを、国が定める標準準拠システムに移行させるための自治体情報システム標準

化・共通化事業として２億３，７２２万円を計上しております。 

以上が、令和６年度の当初予算に計上されている主要な事業の概要でございます。 

次に、歳入予算の概要でございますが、歳入の根幹をなす町税は、前年度と比較しまし

て３，５４９万円の増額としております。木曽岬新輪工業団地内への投資が進んだことに

より、固定資産税で、前年度と比較いたしまして６，６８５万円の増額となった一方で、

個人住民税では、定額減税等の影響により３，９００万円の減額となっています。 

また、地方交付税で、前年度と比較して７，５００万円の増額とするとともに、国庫支

出金においても、物価高騰に伴う臨時交付金の交付などにより、前年度と比較して６，５

０４万円の増額としています。 

なお、この予算の不足財源を補うため、減債基金やふるさと応援寄附金基金などからの

基金繰入金として５億４０万円を計上しております。 

以上が、令和６年度一般会計予算の概要でございます。 

次に、議案第２３号、令和６年度三重県桑名郡木曽岬町国民健康保険特別会計予算につ

いてでございますが、予算総額を７億１，０６０万円とするもので、前年度と比較して６，

１００万円の減額、率にして７．９％の減となっております。 

この主な要因は、いわゆる団塊の世代が７５歳を迎え、後期高齢者医療制度へ移行する

ことにより、被保険者の減少が見込まれ、医療費の公費負担にあたる保険給付費の見込み

により減額となったもので、療養給付費では６，０４７万円余りが前年度に比べ減額とな

っております。 

なお、被保険者数につきましては、１，２３５人と見込み、前年度に比べ１０１人の減

となっております。 

次に、議案第２４号、令和６年度三重県桑名郡木曽岬町後期高齢者医療特別会計予算に

ついてでございますが、予算総額を１億９，４００万円とするもので、前年度と比較して

３，２００万円の増額、率にして１９．８％の増となっております。 

この主な要因は、いわゆる団塊の世代が後期高齢者医療制度へ加入することにより被保

険者の増加が見込まれ、広域連合納付金が増額となったもので、療養給付費負担金で１，

６４０万円余り、また、保険料負担金では、被保険者の増加に加え、令和６年度、令和７

年度の保険料率の改定により１，４００万円余りが前年度に比べそれぞれ増額となってお

ります。 

なお、被保険者数につきましては、１，１２０人と見込み、前年度に比べ７７人の増と

なっております。 

 次に、議案第２５号、令和６年度三重県桑名郡木曽岬町介護保険特別会計予算について
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でございますが、令和６年度予算は、予算総額を６億５，０００万円とし、前年度と比較

して５，４００万円の増額、率にして９．１％の増となっております。 

この主な要因は、歳入では、介護保険料について、第９期介護保険事業計画に基づく新

たな保険料を基に、納付者である６５歳以上の第１号被保険者の保険料を見込み、前年度

と比較して２，９０９万８，０００円の増額とし、また、歳出では、要介護認定者の伸び

を過去の実績等により居宅介護、地域密着型サービス及び施設介護サービス利用者の変動

を見込み、保険給付費で前年度と比較して４，８７７万２，０００円の増額となっており

ます。 

次に、議案第２６号、令和６年度三重県桑名郡木曽岬町土地取得特別会計予算について

でございますが、予算の総額は、前年度と同額の３００万円で、歳出では、この会計が保

有する土地の維持管理に要する経費を計上し、歳入では保有する土地の賃貸借によって生

じる貸付収入額などを計上しております。 

歳出の維持管理に要する経費の財源は、町一般会計からの繰入金で補てんし、歳入の財

産貸付収入は町一般会計へ繰り出すものでございます。 

次に、議案第２７号、令和６年度三重県桑名郡木曽岬町下水道事業会計予算についてで

ございますが、令和６年度の予算編成から、これまでの官公庁会計である農業集落排水事

業及び公共下水道事業特別会計から、地方公営企業法を適用した企業会計へと移行し、業

務の予定量として、年間処理水量７０万４，０００立方メートルと見込んでおります。 

収益的収支の収入では、使用料を前年度実績等から７，９６３万円を見込み、ＧＩＳデ

ータ整備や維持管理適正化計画策定にかかる費用として国庫補助金を２，８１０万円計上

するとともに財源不足を補う町一般会計からの補助金２億３，０２０万円を計上し、事業

収益として４億３，３５６万９，０００円としております。 

支出では、ＧＩＳデータ整備や料金改定支援業務、維持管理適正化計画策定費用を計上

するとともに、処理場の維持管理業務や汚泥処理費を始めとする定期的な管理業務費に加

え、各処理施設の修繕費などを計上し、事業費用として４億３，５５６万９，０００円と

しております。 

次に、資本的収支の収入では、施設の長寿命化や耐震対策にかかる費用として企業債を

５，９１０万円、国庫補助金を５，４０８万６，０００円計上し、資本的収入として１億

１，７６１万８，０００円としております。 

支出では、処理施設の長寿命化、耐震化に係る事業費や県道道路改良工事に伴う下水道

管路の移設費及び、企業債の償還金などを計上し、資本的支出として１億８，２９４万１，

０００円を計上しております。 

次に、議案第２８号、令和６年度三重県桑名郡木曽岬町水道事業会計予算についてでご

ざいますが、業務の予定量として、総配水量を近年の需要動向などから９７万立方メート

ルを見込んでおります。  
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収益的収支の収入は、営業収益の大部分を占める水道料金及び木曽岬干拓地における新

輪受水場整備に伴う長期前受金戻入などで、総事業収益２億９８万円としております。  

次に、支出では、全体の約５９．８％を占める県水の受水費として１億２，６３５万７，

０００円を計上し、これ以外の支出予算として、通常の維持管理経費に加え、アセットマ

ネジメント計画に係る費用を計上し、事業費用を２億１，１２２万６，０００円としてお

ります。  

なお、令和６年度予算における収益的収支は約１，０２５万円の赤字となる見込みでご

ざいます。  

次に、資本的収支の収入では、新規加入者９件分の負担金、支出では、老朽管の更新工

事費用などを計上しております。  

次に、議案第２９号、木曽岬町公共下水道事業東部地区クリーンセンターの脱水機改築

工事委託に関する協定の一部を変更する協定の締結についてでございますが、当該施設内

の長寿命化対策として、現在、１号脱水機のみで運用している脱水処理を２系統化するた

めの工事を、令和４年６月に１億５，１００万円で日本下水道事業団と協定を締結し、同

年６月１７日の定例会においてご承認を頂いたもので、この度、工事内容の変更が整った

ことから、協定の変更について議会の承認を求めるものでございます。 

次に、議案第３０号、三重県地方税管理回収機構規約の変更に関する協議についてでご

ざいますが、森林環境税および森林環境贈与税に関する法律の施行に伴い、三重県地方税

管理回収機構規約を変更する必要があることからその内容について協議をお願いするもの

でございます。 

以上、上程を賜わりました議案第２号から議案第３０号までの２９議案の提案理由説明

とさせていただきます。 

それぞれの議案につきましては、この後、詳細に担当課長から説明をさせていただきま

すので、何卒、慎重審議を尽くしていただきますよう、よろしくお願いいたします。 

○議長（三輪一雅議員） 加藤町長の提案理由説明が終わりました。 

ただいま上程しております議案について、総括質疑の事前通告を、２月２８日正午まで

受付けましたが、この間、通告者がございませんでしたので、この事をご報告し、総括質

疑を終結いたします。 

ただいま議題としております、議案第２号から議案第３０号までの２９議案は、議案付

託表のとおり、それぞれ所管の常任委員会に付託いたします。 

日程第３４ 同意第１号 木曽岬町教育委員会教育長の任命につき同意を求めることにつ

いて 

○議長（三輪一雅議員） 次に、日程第３４、同意第１号、木曽岬町教育委員会教育長の

任命につき同意を求めることについてを上程し、これを議題といたします。 

 加藤町長に提案理由の説明を求めます。 
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○町長（加藤 隆町長） 議長。 

○議長（三輪一雅議員） 加藤町長。 

○町長（加藤 隆町長） それでは、ただいま上程を賜りました、同意第１号、木曽岬町

教育委員会教育長の任命につき同意を求めることについての提案理由を申し上げます。 

 教育長の山北哲氏が、令和６年３月３１日付けをもって辞職されることとなりました。

山北氏におかれましては、平成１９年４月より１７年の永きに亘り教育長として本町の教

育振興並びに教育行政の推進にご尽力いただいて参りましたが、本人より辞職の申し出が

ございましたことから、この度、現教育長の後任として伊藤芳彦氏を人選いたしましたの

で、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第１項に基づき、同意を求めるもの

でございます。 

伊藤氏におかれましては、木曽岬町教育委員会や木曽岬小学校の校長として本町の教育

振興に尽力され、人格も高潔で、教育行政に関し識見を有し、教育長として適任であると

存じますので、議員の皆様方にご同意頂きたくお願い申し上げるものでございます。 

なお、詳細につきましては、後ほど、担当課長から説明させていただきますので、よろ

しくお願いを申し上げ、提案理由の説明とさせていただきます。よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（三輪一雅議員） 加藤町長の提案理由説明が終わりました。 

 続いて、事務当局の詳細説明を求めます。 

○教育課長（村上 強課長） 議長。 

○議長（三輪一雅議員） 村上教育課長。 

○教育課長（村上 強課長） 同意第１号、木曽岬町教育委員会教育長の任命につき同意

を求めることについてのご説明をさせていただきます。 

下記の者を教育委員会の教育長に任命したいので、地方教育行政の組織及び運営に関す

る法律第４条第１項の規定に基づき、議会の同意を求める。 

下段、提案理由として、木曽岬町教育委員会教育長、山北哲氏が令和６年３月３１日付

をもって辞職することに伴い、上記の者、伊藤芳彦氏を教育長に任命しようとする。これ

が、この議案を提案する理由でございます。 

この度新たにお願いする伊藤芳彦氏の住所は、桑名市大字星川１４７１番地３、生年月

日は昭和３５年８月１６日でございます。 

伊藤氏は、小学校教諭、桑名市教育委員会事務局教育研究所、三重県教育委員会事務局

北勢教育事務所、また、木曽岬町教育委員会に在籍された後、桑名市立小学校教頭、そし

て木曽岬小学校校長をはじめ、桑名市立小学校の校長を務められました。 

人格的にもすぐれておられ、教育行政に高い見識をお持ちであります。教育長として適

任であると考えておりますので、議員の皆様方にご同意いただきたくお願い申し上げるも

のでございます。 
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なお、ご同意いただいた場合での任期は、前任者の在任期間である令和６年９月３０日

までの６か月間となります。 

以上でございます。 

○議長（三輪一雅議員） 事務当局の詳細説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

 同意第１号について、ご質疑があります方はご発言ください。 

          〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（三輪一雅議員） ご質疑がないようですので、質疑を終結いたします。 

 これより討論に入るわけでございますが、ここでお諮りいたします。 

 上程しております議案は、人事に関することでございます。よって、討論を省略して直

ちに採決に入りたいと思いますが、これにご異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（三輪一雅議員） ご異議なしと認めます。 

 これより議案採決に入ります。 

 日程第３４、同意第１号、木曽岬町教育委員会教育長の任命につき同意を求めることに

ついて、原案のとおり適任者と認めることに答申することに賛成の方はご起立願います。 

          〔賛成者起立〕 

○議長（三輪一雅議員） 起立全員です。したがって、同意第１号は原案のとおり適任者

として、認めるものとして、答申することに決定いたしました。 

日程第３５ 同意第２号 木曽岬町監査委員の選任につき同意を求めることについて 

○議長（三輪一雅議員） 次に、日程第３５、同意第２号、木曽岬町監査委員の選任につ

き同意を求めることについてを上程し、これを議題といたします。 

 加藤町長に提案理由の説明を求めます。 

○町長（加藤 隆町長） 議長。 

○議長（三輪一雅議員） 加藤町長。 

○町長（加藤 隆町長） それでは、ただいま上程を賜りました、同意第２号、木曽岬町

監査委員の選任につき同意を求めることについての提案理由を申し上げます。 

 木曽岬町の代表監査委員として務めていただいております深津和男氏が、この令和６年

３月３１日付けで任期が満了となりますことから、再任をお願いすることとして、地方自

治法第１９６条第１項の規定に基づき議会の同意を求めるものでございます。 

深津氏におかれましては、人格も高潔で、識見を有し、財務管理、事業の経営管理、そ

の他行政運営に関して優れ、三重県職員としても多くの要職を歴任され、豊富な経験を有

し、適任と確信をいたしておりますので、引き続き監査委員として適任であると存じます

ので、議員の皆様方にご同意を頂きたくお願い申し上げる次第でございます。 

なお、詳細につきましては、この後、担当課長から説明させていただきますので、何卒
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ご同意のほどよろしくお願い申し上げ、提案理由の説明とさせていただきます。よろしく

お願いいたします。 

○議長（三輪一雅議員） 加藤町長の提案理由説明が終わりました。 

 続いて、事務当局の詳細説明を求めます。 

○議長（三輪一雅議員） 加藤町長の提案理由説明が終わりました。 

 続いて、事務当局の詳細説明を求めます。 

〇議会事務局長（藤井光利事務局長） 議長。 

○議長（三輪一雅議員） 事務局長。 

〇議会事務局長（藤井光利事務局長） それではお手元の議案書をご覧ください。 

同意第２号、木曽岬町監査委員の選任につき同意を求めるものでございます。 

次の者を木曽岬町監査委員に選任したいことから、地方自治法第１９６条第１項の規定

により議会の同意を求めるものであります。 

提案理由であります。木曽岬町監査委員として選任しようとする深津和男氏は、令和６

年３月３１日付けで任期満了につき、引き続き監査委員に選任しようとするものでござい

ます。 

その者の住所は、三重県桑名市大字和泉１１６４番地３、氏名は深津和男、生年月日は

昭和２２年８月４日生まれでございます。 

なお、任期は、令和６年４月１日から令和１０年３月３１日までの４年間となります。 

説明については以上でございます。 

○議長（三輪一雅議員） 事務当局の詳細説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

 同意第２号について、ご質疑があります方はご発言ください。 

          〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（三輪一雅議員） ご質疑がないようですので、質疑を終結します。 

 これより討論に入るわけでございますが、ここでお諮りいたします。 

 上程しております議案は、人事に関することでございます。よって、討論を省略して直

ちに採決に入りたいと思いますが、これにご異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（三輪一雅議員） ご異議なしと認めます。 

 これより議案採決に入ります。 

 日程第３５、同意第２号、木曽岬町監査委員の選任につき同意を求めることについて、

原案のとおり適任者と認めるものとして答申することに賛成の方はご起立願います。 

          〔賛成者起立〕 

○議長（三輪一雅議員） 起立全員です。したがって、同意第２号は原案のとおり適任者

として、認めるものとして、答申することに決定いたしました。 
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以上をもちまして、本日の日程は全て終了しました。 

本日はこれにて散会といたします。 

                            午前１０時 ９分散会   

○議長（三輪一雅議員） 議員の皆様方には慎重なご審議ありがとうございました。 

また、加藤町長をはじめ執行部の皆様方には、大変ご苦労様でございました。 

なお、一般質問日は、３月１２日午前９時から再開されますので、ご出席を賜りますよ

う、お願い申し上げます。 

 皆さま、ご苦労さまでございました。 

 

 

 


